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事業（庶務・会計・事務）に関する年度報告書

平成２６年度の本会会務の運営並びにその事業の実施状況は、その都度、「愛知医報」等でご報告を

いたしました。

その大要は次の通りであります。

○ 庶務に関する事項

１．会員の異動

入 会 ５９４名 （県内異動も含む）

退 会 ３７０名 （ 〃 ）

死 亡 ９１名

現在会員数 ９，１０５名 （別表１ 参照）

（平成２７．３．３１現在）

２．文書の収受、発送

収 受 ２７，７８６件

発 送 ３６０，１６０件

３．会員の栄誉

敢 平成２６年春の褒章・叙勲者に対し記念品を贈り栄誉をたたえました。

旭日双光章 武 井 明 殿

瑞宝小綬章 萩 野 泰 道 殿

瑞宝小綬章 加 藤 知 行 殿

平成２６年秋の褒章・叙勲者に対し記念品を贈り栄誉をたたえました。

瑞宝中綬章 六 鹿 直 視 殿

瑞宝小綬章 花 井 士 郎 殿

瑞宝双光章 須 知 仁 殿

柑 平成２６年愛知県医師会表彰規程による被表彰会員に記念品を贈り表彰いたしました。

中 村 区 堀 好 博 殿

一 宮 市 野 口 良 樹 殿

一 宮 市 坂 田 義 一 殿
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東 名 古 屋 藤 田 勝 成 殿

尾 北 藤 原 誠 治 殿

豊 川 市 大 石 明 宣 殿

蒲 郡 市 伊 藤 健 一 殿

桓 平成２６年難病の学術的研究に功績のあった会員に記念品を贈り表彰いたしました。

名古屋大学大学院医学系研究科

糖尿病・内分泌内科学准教授 有 馬 寛 殿

名古屋市立大学大学院医学研究科

視覚科学教授 小 椋 祐一郎 殿

藤田保健衛生大学

消化管内科教授 平 田 一 郎 殿

藤田保健衛生大学

リウマチ感染症内科講師 加 藤 賢 一 殿

４．物故会員

本年度（平成２６年４月～平成２７年３月受付分）の物故会員は９１名ありました。（別表２ 参照）

謹んでご冥福をお祈りいたします。

○ 事業に関する事項

１．会 議

敢 代議員会３回

◆ 愛知県医師会第１７１回（臨時）代議員会を平成２６年５月２４日（土）愛知県医師会館にお

いて開催し、次の選挙及び議事を行いました。

選 挙

敢 議長、副議長

柑 理事（会長候補者、副会長候補者、理事候補者）

桓 監事

棺 裁定委員

款 日本医師会代議員、同予備代議員
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議 事

第１号議案 次期役員（会長、副会長、理事、監事）及び裁定委員の就任日に関する件

第２号議案 日本医師会代議員、同予備代議員選出及び就任日に関する件

◆ 愛知県医師会第１７２回（定例）代議員会を平成２６年６月２１日（土）愛知県医師会館にお

いて開催し、次の報告、議事、協議を行いました。

報 告

敢 平成２５年事業報告

議 事

第１号議案 平成２５年度決算に関し承認を求めるの件

第２号議案 公益社団法人愛知県医師会定款の一部改正に関し承認を求めるの件

第３号議案 愛知県医師会役員（会長、副会長、理事、監事）及び裁定委員選任の件

第４号議案 愛知県医師会役員（会長、副会長）選定の件

第５号議案 顧問委嘱に関する件

協 議

◆ 愛知県医師会第１７３回（臨時）代議員会を平成２７年３月１４日（土）愛知県医師会館にお

いて開催し、次の報告、議事、協議を行いました。

報 告

敢 平成２７年度事業計画報告

桓 平成２７年度予算報告

議 事

第１号議案 平成２７年度会費の賦課徴収に関する件

第２号議案 平成２７年度会費減免申請に関する件

第３号議案 平成２７年度入会金の賦課徴収に関する件

協 議

柑 理事会 ３９回

◆ 原則毎月第１木曜日を除く第２～第５木曜日に開催。

༰にͭいて、ͦの度愛知医報ɾϗʔϜϖʔδ（報公開）にࡌܝしておΓます。
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桓 各種委員会・部会・協議会・その他

・医学教育の向上

「現代医学」誌編集委員会 ２回

「現代医学」誌編集（小）委員会 ２回

指導医のための教育ワークショプ １回

治験審査会 １２回

・医師の生涯教育

生涯教育委員会 １回

・医療政策・医事法・医業経営の調査・研究

（調査室）

調査室委員会 ２０回

調査室委員会勉強会 １回

保険医協会との懇談会 ６回

（愛知県医師会地域医療政策研究機構）

愛知県医師会地域医療政策研究機構 ７回

愛知県医師会地域医療政策研究機構講演会 １回

病院事務職員のための教育ワークショップ ２回

・公衆衛生の指導啓発

健康教育委員会 ５回

健康教育委員会小委員会 ３回

環境衛生委員会 ４回

愛知県広域予防接種事業運営委員会準備委員会 １回

愛知県広域予防接種事業運営委員会 ５回

感染症及び結核講演会 １回

予防接種研修会 １回

・地域医療の推進発展

難治性疾患委員会 ２回

第３８回事例症例検討会（警察部会） １回

検視立会医死体検案業務研修会 ６回

愛知県医師会検視医研修会 １回

警察部会幹事会 １回

愛知県医師会警察部会と愛知県警察歯科医会との協議会 １回

麻薬等に関する懇談会 １回



－5－

勤務医部会幹事会 ６回

愛知県糖尿病対策推進会議 １回

「愛知県国民医療推進協議会」地域集会 １回

愛知県医師会医療圏医療協議会 １回

・救急医療・災害医療対策

救急委員会 ９回

救急委員会小委員会 ２回

小児救急連携体制協議会 ５回

災害時・災害訓練に役立つトリアージ研修会 １回

愛知県医師会無線システム災害想定訓練 ８回

ＡＥＤ（ＢＬＳ）講習会（名古屋市医師会と共催含む） ２回

愛知県救急医療情報センター運営連絡協議会 １回

日医南海トラフ大震災を想定した衛星利用実証実験（防災訓練） １回

愛知県・碧南市津波・地震防災訓練 １回

愛知県救急医療推進大会 １回

中部国際空港消火救難・救急医療活動総合訓練 １回

県営名古屋空港消火救難総合訓練 １回

小児救急に関する研修会 ３回

こどもの命を守るために事故防止と乳幼児心肺蘇生セミナー ２回

愛知県医師会ＰＴＬＳ講習会 １回

愛知県医師会ＩＣＬＳ研修会 １回

救急医療・災害医療シンポジウム １回

・地域保健の向上

産業保健部会幹事会 ６回

学校保健部会幹事会 ４回

学校保健部会学校健診委員会 ３回

学校保健シンポジウム １回

愛知県学校保健健診懇談会 １回

母体保護法指定医師審査委員会 ８回

母体保護法指定医師審査（小）委員会 2回

母体保護法指定医師講習会 3回

心電図精度管理調査解析検討会 1回
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・医療保険・介護保険の充実

（医療保険関連）

社保集団指導講習会並びに医療安全説明会 ５回

社保指導委員会 ６回

国保連絡協議会 ２回

保険診療懇談会 １回

（介護保険関連）

社会福祉専門委員会 ３回

地域医療介護委員会 ７回

ＧＯＯＤ ＬＩＦＥ ＰＲＯＪＥＣＴ（在宅医療に関するプロジェクト） ４回

愛知県医師会ＧＯＯＤ ＬＩＦＥ ＰＲＯＪＥＣＴ講演会 １回

地域医療再生に関する多職種連携協議会 ８回

病院の認知症対応力向上事業 モデル事業企画支援会議 １０回

認知症対応病院モデル事業に係る実績報告会 １回

介護保険対策推進検討会議 ２回

かかりつけ医機能強化研修会 ～愛知県医師会 在宅医リーダー研修会～ １回

かかりつけ医認知症対応力向上研修 ２回

保健・医療・福祉の連携強化に関するシンポジウム １回

認知症サポート医フォローアップ研修 １回

県下医師会障害者総合支援担当理事連絡協議会 １回

・医療安全対策の推進

医療安全対策委員会 １２回

医療安全対策（小）委員会 ８回

医療安全支援センター（苦情相談センター）委員会 １２回

医療安全支援センター（苦情相談センター）小委員会 ３回

愛知県医師会剖検システム運営協議会 １回

・医療施設の整備

精度管理委員会 2回

精度管理小委員会 1回

精度管理研修会 1回

共同利用施設委員会 1回
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・会員の福祉の向上

新入会員等説明懇談会 ２回

会員相談窓口事例検討会 ４回

・医師会及び医療関連団体との連携・県民への広報活動

（渉 外）

中部医師会連合常任委員会 １３回

中部医師会連合常任委員会懇談会 ２回

中部医師会連合日医代議員協議会 ２回

中部医師会連合事務局長連絡協議会 ２回

中部医師会連合委員総会 １回

中部医師会連合社会保険特別委員会 ３回

中部医師会連合介護保険特別委員会 １回

中部医師会連合専門医のあり方検討委員会 ２回

関西医師会連合常任委員会 １回

（ＩＴ化対策）

ホームページ・ＩＴ対策委員会 １回

（広 報）

広報委員会 ９回

報道関係者との懇談会 １０回

・医師・医療関係従事者対策

（医師確保対策事業の推進）

男女共同参画委員会 ６回

医学生、研修医等をサポートするための会 １回

女性医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開設者・管理者等への １回

講習会（「輝く女性医師ライフを考える」講演会）

総合診療専門医シンポジウム １回

（医療従事者対策）

愛知県医師会立名古屋助産師学院入学式 １回

愛知県医師会立名古屋助産師学院卒業式 １回

愛知県医師会立名古屋助産師学院運営協議会 ２回

医療関連職検討委員会 ２回

医療事務員講習会 １４回

医療事務員資格認定試験 １回
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・会務運営・総務・財務

県下医師会長等協議会 ７回

議事運営委員会 ３回

人事委員会 ４回

選挙管理委員会 １回

監事会 １回

臨時監事会 ２回

日医代議員と本会役員との合同協議会 ２回

２．業 務

敢 諸調査の実施

１） 救急患者実態調査

２） 急性期脳卒中に関するアンケート調査

３） 熱傷入院患者取扱実績報告

４） 愛知県広域予防接種事業における追加ワクチンについて

５） 休日診療所における救急患者実態調査

６） 小児時間外救急に関するアンケート調査

７） 管轄下の行政との「災害時における協定書」の締結状況等調査

８） 気管支喘息発作に関するアンケート調査

９） 愛知県における重症小児患者の診療実態に関する調査

１０） 高齢者の入所する施設における予防接種実施状況調査

１１） 警察に協力する業務に関するアンケート調査

柑 会報・医学雑誌その他の発行

・愛知医報

・「現代医学」誌 第６２巻１号、第６２巻２号（Ｗｅｂ版）

桓 医学教育の向上

・現代医学

「現代医学」誌編集委員会において、6月開催時に63巻1号（平成27年6月掲載）、1月開催

時に63巻2号（平成27年12月掲載）の内容を詳細に検討しました。

「現代医学」誌においては、62巻1号を発行しました。また、62巻2号からはホームページ

のみに掲載することとなりました。
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・スポーツ医学

日本医師会は、健康スポーツ医の養成とその資質向上を通して地域保健活動の一環である健

康スポーツ医活動の推進を図るために、日本医師会が定めた講習科目に基づく健康スポーツ

医学講習会を修了したと認められる医師に日本医師会認定健康スポーツ医の認定証が交付さ

れますが、その手続きを行いました。

また、「日本医師会認定健康スポーツ医学再研修会」を、平成２７年３月２５日（水）、３月２７

日（金）、３０日（月）に本会館にて開催し、１５９名の参加者がありました。

・治験推進事業

会員によるＥＢＭ（Ｅｖｉｄｅｎｃｅ－Ｂａｓｅｄ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）の実践を目的として、臨床試験及び製造

販売後臨床試験等の実施ネットワークを構築かつ推進するため、治験依頼者からの治験相談、

治験実施医療機関の登録及び環境整備の支援、後方支援病院との連携、講演会・シンポジウ

ム等の開催による啓発活動を行いました。

本会治験審査会は、主として製薬会社主導の治験審査を行っており、治験実施医療機関が治

験を安全かつスムーズに行えるよう、毎月治験審査会を開催いたしました。なお、本期間中

は４件の新規案件がありました。

また、新たな治験実施医療機関の拡充を目的として昨年度より開始したアンケート調査にお

いて、２次調査の結果をもとに施設訪問を行い４施設登録医療機関として追加となりました。

なお、啓発活動としては、平成２６年９月２３日に「愛知県医師会治験講演会 ～ここまでき

た難治性疾患の治療～」を会員を始めとする医療関係者を対象に行い１０１名の参加がありま

した。

棺 医師の生涯教育

・生涯教育

各会員に向けて、自身の生涯教育単位、カリキュラムコード取得状況を確認頂く為の封筒を

作成し、配付いたしました。

平成２６年１１月２２日（土）サイプレスガーデンホテルにおいて「日医生涯教育協力講座セミ

ナー かかりつけ医のための泌尿器疾患診療のポイント」（共催：日本医師会 愛知県医師会）

を開催し、参加者数は、１６１名でありました。平成２６年１２月６日（土）電気文化会館におい

て「日医生涯教育協力講座セミナー 新しいステージを迎えた糖尿病医療」（共催：日本医師会

愛知県医師会）を開催し、参加者数は１７１名でありました。

「日本医師会生涯教育講座」を別紙のとおり、開催しました。また、平成２６年度日本医師会

生涯教育制度の単位申請をするにあたり、審査及び登録を行うとともに、主催者から提出さ

れる報告書を元に、「生涯教育管理システム」に登録しました。
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款 医療政策・医事法・医業経営の調査・研究

・調査室

マスメディア・業界誌はもとより、日医・関係団体、国会・地方議員、行政、有識者等の幅

広い人脈を活かし、医療問題に限らずそれに影響する国内外の政治情勢、経済動向などに関

する情報を収集し、議論を重ねた上で、あるべき医療政策の実現に向けて必要な提言・要望

を行い、安心・安全な医療提供体制を維持する上で、健全な医業経営に向けた環境整備が必

要であるとの考えの下、関係法令の解釈、診療報酬改定や税制改正に伴う影響等についても

検証しました。

また、中部各県による情報収集および意見交換等を目的に、１０月１２日（日）、１１月１６日（日）

開催の「中部医師会連合専門医のあり方検討委員会」へ出席しました。なお、愛知県医師会

調査室委員会勉強会としては、１２月１２日（金）に「これからの医療・社会保障改革と地域包

括ケアシステム」として日本福祉大学学長二木立先生にご講演いただき、２３名の参加があり

ました。

・愛知県医師会地域医療政策研究機構

今後起こりうる医療課題を含めた愛知県内の医療情勢の把握に努め、愛知県内における医療

のあり方や課題の解決方法を調査研究し、よりよい医療を県民へ提供するため、国及び愛知

県行政を始め関係団体へ幅広く医療政策の提言を行うことを目的に当機構を設置し、委員会

を毎月１回程度開催しております。

なお、本機構は、本会の組織体制の改編に伴い、７月３１日付にて「愛知県医師会総合政策研

究機構」から「愛知県医師会地域医療政策研究機構」へ改組したものであり、前述の目的を

以て検討を続けております。また、平成２７年２月１３日（金）には委員会委員を対象とした、

「愛知県医師会地域医療政策研究機構講演会」を千葉大学予防医学センター環境健康学研究部

門教授近藤克則先生を講師に迎え「ビッグデータ時代の地域医療ビジョンに向けて」をテー

マに開催いたしました。

・地域医療再生調査研究事業

愛知県における地域医療を活性化するために、広く地域医療を担う関係者が協働して今後の

地域医療のあり方を具体的に検討することを目的に、地域医療再生に関する多職種連携協議

会を開催し、主に各職種間における連携連絡票（イエローカード･システム）やミニレク

チャーの実施について検討いたしました。

・地域医療再生研修事業

愛知県地域医療再生計画に基づき、地域医療連携の必要性及びその具体的方策について習得

することを目的とした、病院事務職員向け教育ワークショップを企画開催いたしました。
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歓 公衆衛生の指導啓発

・健康教育

１） 県民を対象とした健康教育講座を各分科会等からの協力のもと、本会館において別紙のと

おり開催いたしました。

２） 県民の「誰もが・いつでも・どこでも」正しい健康情報を手に入れられるよう、愛知県の

委託事業として、健康情報の総合サイト「あいち健康ナビ」の開発を実施し、運用を開始

しました。

・環境衛生

１） 感染症、予防接種、環境保健、結核等対策につきまして、県当局と連携し、地域医師会へ

の情報提供を行いました。特に協議が必要な事項につきましては、環境衛生委員会にて協

議･検討しました。

また、環境衛生委員会では、結核・感染症対策医師講習会実施事業を地区医師会とともに

企画しました。

２） ４月１日（火）より愛知県広域予防接種事業が開始となりました。毎月２０日には接種協力

医療機関・医師名簿を更新し、愛知県に提出しました。なお、６月１２日（木）の本会理事会

において、愛知県広域予防接種事業運営委員会の設置の了承を得て、７月２８日（月）に第１

回目の委員会を開催しました。事故報告への対応、今後の対象ワクチン、各種検討事項等、

今後の事業運営について会内で協議・検討を行います。以後、毎月第４月曜日に定例にて

開催し（３月より毎月第３月曜日に定例開催）協議・検討を行いました。

１０月１日（水）より定期予防接種の対象となる水痘ワクチンの追加登録については、８月５

日（火）にワーキング会議、８月２５日（月）に調整会議を開催し、県内市町村と実施に向け調

整を行いました。また、接種協力医療機関への確認を行い、接種協力医療機関名簿に水痘

ワクチンの追加を行いました。

本会並びに愛知県小児科医会において、「愛知県広域予防接種事業に関するポスター」を

６，０００部作成し、Ａ会員へ配付しました。

９月にはＢ類疾病を広域予防接種事業の対象とするための検討を行いました。高齢者が入

所する施設の現況を確認すべく、愛知県老人保健施設協会、愛知県老人福祉施設協議会を

訪問し、予防接種の実施状況を確認しました。その後、両団体の協力の下、会員施設を対

象に現況調査を行い、各施設の現況を確認しました。

１月には、平成２６年度接種協力医療機関へ平成２７年度の登録を募り、１，５９９医療機関に

ご登録頂きました。

また、事業開始後、課題や事故、書類の返戻など各種事項に対し、県下医師会長等協議会

や愛知医報を通じ、留意事項として伝達しました。
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３） 愛知県健康福祉部保健医療局健康対策課が主催する関係会議へ出席し、検討・協議・発言

いたしました。

４） 平成２６年度結核・感染症対策講習事業として、名古屋市医師会・一宮市医師会・豊橋市医

師会に事業を委託し、名古屋市医師会では１０月１１日（土）に講演を行いました。また、愛

知県医師会でも１０月２５日（土）に「平成２６年度感染症及び結核講演会」を開催し、１０３名

の参加がありました。「感染症をめぐる最近の話題」として愛知県衛生研究所所長皆川洋子

先生、「日本の結核対策―その歴史、成果、反省と今後の課題―」として公益財団法人結核

予防会顧問、公益財団法人結核予防会結核研究所名誉所長島尾忠男先生にご講演いただき

ました。

５） 日本医師会予防接種・感染症危機管理対策委員会、公衆衛生委員会に委員として参加し、

会長諮問事項について、検討、協議しました。

６） 厚生労働省のヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた症状の診療に関わる研

修実施協力依頼により、２月２８日（土）に予防接種研修会を行い、２３５名の参加がありまし

た。「ヒトパピローマウイルス感染と子宮頸癌の最新知見－感染予防ワクチンを中心とし

て－」として、藤田保健衛生大学医学部産婦人科教授藤井多久磨先生、「慢性の痛みについ

て」として、愛知医科大学医学部学際的痛みセンター教授牛田享宏先生にご講演いただき

ました。

汗 地域医療の推進発展

・医療連携

（医療計画）

各医療圏の医師会・病院関係者等が地域特性に応じた医療連携を視野に入れ、具体的な事案

の意見交換並びに活動を通じ、それぞれの医療圏における保健・医療・福祉提供体制の整備

及び充実を図ることを目的とし、愛知県医師会医療圏医療協議会を設けております。今年度

は２月２５日に開催し、地域医療ビジョンについて話し合いました。

（病診連携）

地域医療支援病院の支援委員会や運営委員会、大学の運営協議会等の委員として出席し、地

域の病診連携の現状及びその問題点の把握に努めました。

・難治性疾患対策

１） 難病相談室の月平均の相談件数は、延１８９例でありました。

２） ６月２３日（月）に開催された「平成２６年度岡崎市難病対策ネットワーク会議」に参画いた

しました。

３） ⚗月６日（日）に開催された「日本ບ৭ૉม性症協会愛知県支部ୈ１⚗ճఆظ૯会」に講師
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を派遣いたしました。

４）「難病グループワーク（疾患別患者・家族のつどい）」を以下のように実施いたしました。

障害年金勉強会 ：平成２６年９月２４日（水）

クローン病 ：平成２６年９月２５日（木）

特発性血小板減少性紫斑病 ：平成２６年１０月９日（木）

神経難病 ：平成２６年１０月１７日（金）

膠原病 ：平成２６年１０月２４日（金）

難病患者の就労勉強会 ：平成２６年１０月２４日（金）

難病患者の就労勉強会 ：平成２６年１１月２７日（木）

合計１６８名の参加がありました。

５）「難病講習会」を平成２６年１０月２７日（月）、１１月５日（水）、１１月２５日（火）に愛知県、名

古屋市と共催にて開催し、合計３７４名の参加者がありました。

６） 平成２６年１２月１８日（木）に開催された「平成２６年度愛知県難病医療連絡協議会・連絡会

（合同会議）」に参画いたしました。

７） 平成２７年２月１３日（金）に津島保健所にて開催された「平成２６年度地域保健対策関係者人

材育成研修－難病患者さんの支援研修会－」に講師を派遣いたしました。

８） 平成２７年２月１８日（水）に江南保健所にて開催された「平成２６年度地域保健対策関係者人

材育成事業難病対策実務者研修会」に講師を派遣いたしました。

９） 平成２７年３月５日（木）に開催された「平成２６年度愛知県難病医療ネットワーク推進事業

に係る研修会」に参画いたしました。

１０）「難病講演会」を平成２７年３月１０日（火）に開催し、合計３９名の参加がありました。

１１） 愛知県から難病指定医等研修実施事業の委託を受け、協力難病指定医研修を平成２７年３月

２日（月）、３月６日（金）、３月１６日（月）、３月２０日（月）に開催し、合計２３９名の参加が

ありました。

・糖尿病対策

１）「愛知県糖尿病対策推進会議」を平成２６年８月１日（金）に開催し、糖尿病対策におけるか

かりつけ医機能の充実を図るために、本年度も学術講演会を企画し内容について検討しま

した。

２） 愛知県内６箇所の健診機関に依頼し、健診･人間ドック受診者を対象に「問診票を利用した

糖尿病検診の有用性調査」を実施しました。より多くの方々に糖尿病の危険性を認識して

いただくため、問診票の結果と糖尿病の関連性を調査し、その結果を踏まえて愛知県にお

ける糖尿病対策に役立てました。

３） 世界糖尿病デー（ブルーライトアップ）に関する啓発、実施団体への協力を行いました。
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４） 愛知県歯科医師会の依頼により、ビスフォスフォネート系薬剤投与患者及び糖尿病に関す

る各医科歯科連携診療情報提供書の内容について検討、協議しました。また、本会会員へ

の周知を行い、愛知県医師会ホームページよりダウンロードできるよう掲載しました。

５） 平成２６年１２月７日（日）愛知県歯科医師会館において開催の「平成２６年度 愛知県歯科医

師会・愛知県医師会医療連携講演会」に共催し、１７３名の参加者がありました。

６） 平成２７年２月２８日（土）に栄ガスビル５階栄ガスホールにて「平成２６年度愛知県糖尿病対

策推進会議 学術講演会」を開催し、２２７名の参加者がありました。

７） ＮＰＯ法人愛知県ＣＯＰＤネットワークの依頼により、本会会員に対する「愛知県ＣＯＰＤ医療

連携パスに関するアンケート調査」の実施に協力しました。

・在宅医療

１） かかりつけ医を中心にした患者本位の地域医療の推進を目的として、ＧＯＯＤ ＬＩＦＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ（在宅医療に関するプロジェクト）の中で多職種連携システムの推進に努めて

きました。

各地区で運用されている在宅医療ネットワークの有用性、利便性について検証すると共に、

在宅医療の質を高めるための社会基盤としての定着を目指し、各地域での取り組みについ

て情報交換をいたしました。

２） ３月７日（土）には各地区での取り組みの状況ならびに成果などをご報告いただくため、愛

知県医師会ＧＯＯＤ ＬＩＦＥ ＰＲＯＪＥＣＴ講演会を開催し、出席者は９０名でありました。

・警察医

警察行政全般に対し、事業計画に従い諸問題を検討いたしました。愛知県警察医会と共催に

て、第３８回事例症例検討会を開催し、愛知県警察医会との連携推進を図っております。

愛知県・碧南市津波・地震防災訓練（８/３１（日））、中部国際空港消火救難・救急医療活動総

合訓練（１０/２（木））へ医師を派遣し、愛知県県警と連携して検視・検案訓練を行いました。な

お、今回初めて県営名古屋空港消火救難総合訓練（９/１８（木））に医師を派遣し、検視・検案

訓練を行いました。

第２３回愛知県医師会検視医研修会（１１/８（土））を行い、名古屋大学大学院医学系研究科法

医・生命倫理学講座教授石井晃先生より、「検案・解剖と薬毒物分析」をテーマにご講演いた

だき、６０名の出席がありました。

検視医研修会終了後、第１５回警察部会と警察歯科医会との協議会を行い、今後の両会の活動

方針等について報告・議論を行いました。

麻薬等に関する懇談会を開催し、関係団体との情報交換を行いました。

警察から協力要請されております業務の実態につきまして、検視立会医と警察医を対象に実

態調査を実施いたしました。
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平成２７年３月末時点で、検視立会医に１９１名が登録しております。

・勤務医

勤務医部会は、勤務医の学術の向上、勤務環境の改善、福祉の増進、相互の連帯・親睦を図

ること等を目的としており、会員勤務医の医師会諸活動への参加を促すとともに、医師会未

加入の勤務医にも医師会活動全般をより深く理解して頂き、医師会への入会を働きかけるよ

う様々な勤務医対策の検討を行いました。

具体的には、隔月開催の定例幹事会において、過重労働や女性医師の就業支援等、勤務医が

抱える問題について検討し、その解決に向けて取り組んでおります。

広報活動としては、「愛知医報」の「勤務医部会だより」に、幹事会議事内容の報告や、幹事

が交代で執筆したコラムを掲載いたしました。

１０月２５日（土）には神奈川県で「全国医師会勤務医部会連絡協議会（テーマ：地域医療再生

としての勤務医～地域医療における総合診療医の役割～）」が開催され、本部会から５名が出

席いたしました。

また、今年度は「愛知県勤務医師名簿（平成２６年７月１日現在）」を発刊し、掲載にご協力

頂いた医療機関等へ配付いたしました。

この他、本部会の重要な活動として、愛知県勤務医師生活協同組合と連携し、勤務医の福利

厚生の向上にも力を入れました。

６月１８日（水）に開催された「愛知県勤務医師生活協同組合創立３０周年記念式典」では、中

村・平井・田邉法律事務所医師・弁護士田邉昇先生を講師としてお招きし、「医療訴訟とリス

クマネジメント」と題して講演会を共催いたしました。

・自殺対策

１） 愛知県自治センターで開催された平成２６年度愛知県自殺対策推進協議会第１回に出席い

たしました。

第１回 ７月２２日（火）１４：００～１５：３０

２） うつ病の早期発見・早期治療による一層の自殺対策の推進を図るため、厚生労働省「かか

りつけ医等心の健康対応力向上研修事業」を愛知県より受託し、下記のとおり研修会を開

催いたしました。

９月２１日（日）１３：００～１７：００ ホテルトヨタキャッスル 参加者：４５名

１２月１５日（日）１３：００～１７：００ 名鉄グランドホテル 参加者：３４名

１月１８日（日）１３：００～１７：００ メルパルク名古屋 参加者：３７名

漢 救急医療・災害医療対策

・災害・救急医療対策
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愛知県広域災害・救急医療情報システム並びに愛知県医師会無線システム、災害時優先携帯

電話の運用訓練を６月３日、８月５日、９月２日、１０月７日、１１月４日、１２月４日、２月

４日、３月３日に行い、無線機等の使用方法の確認と災害を想定した訓練を行いました。

医師、医療従事者、消防関係者対象の災害時・災害訓練に役立つトリアージ研修会を６月１５

日に開催し、１２３名が参加し、修了証を配付しました。

８月３１日に愛知県・碧南市津波・地震防災訓練、９月１８日に県営名古屋空港消火救難総合

訓練、１０月２日に中部国際空港消火救難・救急医療活動総合訓練に参加し、情報センターの

情報収集、提供活動として、無線、携帯電話のメール機能を利用し、後方搬送医療機関の空

床状況、受入可能な患者数等の情報を確認し、現地本部にて後方搬送時の判断情報として、

提供いたしました。

日本医師会、厚生労働省、総務省消防庁、県が作成した救急医療週間ポスター、ＣＡＢ＋Ｄ

カードの配付を行い、救急週間の啓発に努めました。また、愛知県救急医療推進大会を９月

９日に開催し、「より良いプレホスピタルケアを求めて～ドクターヘリの現状と課題～」を

テーマに講演会を行いました。さらに、救急蘇生法、ＡＥＤ講習を行い、県民への救急医療に

関する知識普及と医療関係者の意識の高揚を図り、１２２名が参加し、修了証を配付いたしま

した。

名古屋市医師会との共催によるＡＥＤ（ＢＬＳ）講習会（名古屋市医師会館）、本会主催のＡＥＤ

（ＢＬＳ）講習会（小牧市医師会館）を開催し、医師、医療従事者等を含め４８名が参加し、修

了証を配付いたしました。

小児救急に関する研修会を医師、医療従事者、学校関係者を対象に８月２５日、１１月２７日、

１月２２日に開催し、３７７名が参加し、修了証を配付しました。

こどもの命を守るために 事故防止と乳幼児心肺蘇生セミナーを保育士・幼稚園教諭等を対

象に１１月８日、２月２１日に開催し、８７名が参加し、修了証を配付いたしました。

愛知県医師会ＰＴＬＳ講習会を医師を対象に１１月１６日に開催し、２６名が参加し、修了証を配

付いたしました。

愛知県医師会ＩＣＬＳ研修会を医師を対象に２月７日に開催し、１８名の参加がありました。

第３３回救急医療・災害医療シンポジウムを３月７日に開催し、「救急・災害医療におけるシ

ミュレーション学習の実際～一般診療に役立つ各種コースの紹介～」をテーマに行い、１８７名

の参加がありました。

県下各医師会へ管轄下の行政との「災害時における協定書」の締結状況等の調査を実施し、

行政との災害における協定締結の推進を図りました。

・救急医療情報システム

救急患者実ଶ調査、急ੑظଔ中に関するアンケート調査、ই入Ӄ患者औѻ実報ٳ、ࠂ
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日診療所における救急患者実態調査、小児時間外救急に関するアンケート調査、気管支喘息

に関するアンケート調査、急性心筋梗塞に関するアンケート調査を昨年に引き続き、実施い

たしました。

新たに、愛知県における重症小児患者の診療実態に関する調査を実施いたしました。

澗 地域保健の向上

・産業保健

１） 産業医学振興財団の委託事業である産業医研修事業について、産業医研修として、リフ

レッシュ研修、スキルアップ専門研修、スキルアップ実地研修を日本医師会認定産業医研

修会として、産業医研修連絡協議会を本会産業保健部会幹事会として実施いたしました。

また、地区医師会、関係団体等の行う日本医師会認定産業医研修会に共催いたしました。

２） 日本医師会認定産業医については、新規申請者１２１名および更新申請者５５９名が認定を受

けました。

３）１０月９日（木）に日本医師会館で開催された第３６回産業保健活動推進全国会議に出席いた

しました。

・学校保健の推進

１） 学校保健部会・学校健診委員会において、学校医・園医報酬、学校保健シンポジウム、第

３０回学校保健健診懇談会、県立高等学校並びに県下小中学校の心電図精度管理等について、

検討、協議しました。

２） 愛知県教育委員会、愛知県学校保健会等の関係会議へ出席し、検討・協議・発言しました。

また、愛知県学校保健会、愛知県養護教育研究会の行事に参加しました。

３） ７月６日（日）に心電図精度管理調査解析検討会を開催し、健診機関、教育委員会から提出

のあった心電図に関し、学校健診委員会の委員を中心に解析が行われました。

４） ７月２５日（金）に小児ＣＫＤ（慢性腎臓病）対策講習会を本会館にて開催し、７０名の参加が

ありました。

５） 日本医師会学校保健委員会に委員として参加し、会長諮問事項について、検討、協議しま

した。

６）１１月９日（土）に全国学校保健・学校医大会（金沢市）が開催され、本会からも出席しまし

た。「子どもたちの明るい未来のために～学校医の新たなる役割を考える」と題し稲坂博先

生、長嶋正實先生、都築一夫先生、井戸田仁先生、今泉征子先生、唐木剛先生の６名が発

表しました。

７） １月１２日（月・ॕ）に第３０回学校保健健診懇談会を開催し、１１５名の参加がありました。

定ྫ報告として、「ฏ２６年度心電図精度管理実施報告」を名ݹ大学医学部ෟଐ病院小
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児科講師加藤太一先生、「愛知県における学校検尿の現状２０１４」を名古屋学芸大学ヒューマ

ンケア学部教授都築一夫先生に報告頂きました。続いて、特別講演として、「学校心臓検診

の現状」として横浜市立大学附属病院小児循環器准教授岩本眞理先生に、「学校腎臓検診の

現状と課題」として東京都立小児総合医療センター院長本田雅敬先生にご講演いただきま

した。

８） ３月１日（日）に学校保健シンポジウムを開催し、１０４名の参加がありました。特別講演と

して、「いじめ対策としての医療と教育の連携」と題し、日本赤十字社松山赤十字病院副

院長小谷信行先生にご講演いただきました。引き続きシンポジウムでは、「心臓病を持っ

た児童生徒について」をテーマに、「全国と愛知県における学校心臓検診の現状」と題し、

愛知県医師会学校保健部会幹事長嶋正實先生にご講演いただきました。続いて、「心臓病

を持った児童生徒の管理をどうするか」を名古屋大学医学部附属病院小児科講師加藤太一

先生、「心臓突然死の実態とその予防・救急処置について」をＪＣＨＯ中京病院小児循環器科

医長福見大地先生、「学校における心臓病をもつ児童生徒への対応について」を西三河教育

事務所指導主事杉本春美氏にご発表いただき、会場から多くの質問が寄せられました。

・母体保護法指定医師の指定

１） 平成２６年４月から平成２７年３月までに５１名の母体保護法指定医師を指定いたしました。

新規指定医師等に対しては、指導講習会を実施いたしました。

平成２７年３月末日における母体保護法指定医師は、４５７名です。

２） 平成２６年度更新対象者等に対し、７月１９日（土）･８月２３日（土）･９月１７日（水）に母体保

護法指定医師講習会を開催いたしました。

・母体保護法指定医師の取り消し

本会母体保護法指定医師審査委員会より、公益社団法人愛知県医師会母体保護法指定医師指

定基準及び細則違反を理由とした具申書が提出されたことを受け、第１６回（定例）理事会

（８月２８日（木））にて、同日付けで１名の母体保護法指定医師資格の取り消しを行うことを決

定いたしました。

・保健事業

平成２０年から実施されました医療保険者に義務付けられました特定健診・保健指導事業に対

応すべく努力いたしました。

潅 医療保険・介護保険の充実

（医療保険関連）

・社会保険

１） 保険診療の質త্及びద正Խを図るため、保険医療ػ関に対する指導査の立会いを実
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施しました。

２） 会員を対象に、社保集団指導講習会並びに医療安全説明会を５回実施しました。

３） 中部各県による情報収集および意見交換等を目的に、４月６日（日）、１０月１９日（日）、１１

月１６日（日）開催の「中部医師会連合社会保険特別委員会」へ出席しました。

４） 平成２６年度指定更新時集団指導を９月１７日（水）、２月１９日（木）に東海北陸厚生局、愛知

県との共催で開催しました。

（介護保険関連）

・介護保険関連

１） 社会福祉専門委員会は、７月より地域医療介護委員会へと名称を改め、介護保険、高齢者

福祉、障害者福祉、認知症対策等に関する各地区の諸問題について、行政・地区医師会と

連携しながら、報告及び検討を重ねてきました。

２）１０月２５日（土）と１１月６日（木）には、かかりつけ医認知症対応力向上研修を開催し、修了

者は１５１名でありました。

３）１１月１６日（日）には「中部医師会連合介護保険特別委員会」が開催され、情報収集・意見

交換等を行いました。

４）１２月６日（土）には、保健・医療・福祉の連携強化に関するシンポジウムを「今後の地域包

括ケアシステム―高齢者の救急と看取り―」をテーマに開催し、参加者は２３７名でありま

した。

５） １月１０日（土）には、認知症サポート医フォローアップ研修を開催し、参加者は４０名であ

りました。

６） ２月１１日（水・祝）には、かかりつけ医機能強化研修会～愛知県医師会在宅医リーダー研修

会～を開催し、出席者は３７２名でありました。

７） ２月１３日（金）には、県下医師会障害者総合支援担当理事連絡協議会を開催し、参加者は４５

名でありました。

８） あいち在宅医療ネットについては、愛知医報・各種会合等を通じて会員・関係機関へのＰＲ

を行うと共に、新規登録医療機関を随時募集いたしました。

環 医療安全対策の推進

・医療事故・医事紛争対策

１） 医療事故・医事紛争対策については、医療過誤の未然防止、医事紛争処理、医療賠償等の

観点から、医療安全対策委員会において種々検討しました。さらに、実効性のある医事紛

争解決と医療安全のあり方について、医療安全対策小委員会で検討しました。

２） 日ຊ医師会「医療安全対策委員会」にࡉ理事が委員として参加し、日ຊ医師会のࢾ問
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内容である「医療事故調査制度において医師会が果たすべき役割」について検討が行われ

ました。

３） 日本医師会「医師賠償責任保険」の関係では、４月～３月までに１３件日本医師会へ付託い

たしました。また「日医医賠責特約保険」の加入者は、３月末現在で１，７０４名になりまし

た。

・医療安全支援センター（苦情相談センター）

１） ４月～３月の相談受付回数は新規・継続ケースを合わせて１，４９５回となりました。相談窓

口業務を相談員が担い、対応については、担当理事並びに医療安全支援センター（苦情相

談センター）委員会の専門委員によって適切になされました。

２） ５月１０日（土）愛知県医師会館９階大講堂において、平成２６年度愛知県医師会医療安全支

援センター（苦情相談センター）第１回事例検討会を開催し、２３４名の参加者がありまし

た。

３） ７月２６日（土）愛知県医師会館９階大講堂において、平成２６年度愛知県医師会医療安全支

援センター（苦情相談センター）第１回講演会を開催。「医療コミュニケーション－良好な

関係構築と紛争予防のために－」をテーマに、安城更生病院医療安全管理部長・神経内科

代表部長安藤哲朗先生にご講演いただき、２６５名の参加者がありました。

４） ９月２０日（土）名古屋国際センター別棟ホールにおいて、平成２６年度愛知県医師会医療安

全支援センター（苦情相談センター）第２回事例検討会を開催し、１４９名の参加者があり

ました。

５）１０月２５日（土）栄ガスビル５Ｆ栄ガスホールにおいて、平成２６年度愛知県医師会医療安全

支援センター（苦情相談センター）第２回講演会を開催。「診療所でも必要な患者安全の最

新知識」をテーマに、日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院副院長相馬孝博先生にご

講演いただき、１４５名の参加者がありました。

６）１１月２２日（土）～２４日（月・祝）に開催された「医療の質・安全学会第９回学術集会」で学

会発表を行いました。

７） 平成２７年１月２７日（火）に開催された「平成２６年度医療安全支援センター総合支援事業

ジョイントミーティング（ＪＭ）全国大会」に講師を派遣しました。

８） 平成２７年１月３０日（金）開催された「平成２６年度愛知県医療安全推進協議会」に参画し提

言を行いました。

９） 平成２７年１月３１日（土）ウインクあいち大ホールにおいて、平成２６年度愛知県医師会医療

安全支援センター（苦情相談センター）第３回事例検討会を開催し、３４２名の参加者があ

りました。

１０）ʰ愛知県医師会医療安全支援センター（苦情相談センター）事例検討会ใࠂ集 ２０１４ɦ を࡞
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成し、会員始め関係機関へ配付しました。

１１）『愛知県医師会医療安全支援センター（苦情相談センター）県民向け小冊子』を作成しまし

た。

・医療安全対策

１） 医療従事者向けの講習会として、平成２６年１０月６日（月）ウインクあいち大ホールにおい

て、藤田保健衛生大学医療の質・安全対策部感染対策室准教授石川清仁先生を講師に迎え、

「バンコマイシン耐性腸球菌とアウトブレイクの対応策」の演題で開催いたしました。参加

人数は２１２名でした。

２） 県民向けの講習会として、平成２６年１２月１５日（月）ウインクあいち大ホールにおいて、東

京大学医学部附属病院老年病科教授秋下雅弘先生を講師に迎え、「高齢者が安全に薬を飲

む秘訣」の演題で開催いたしました。参加人数は２５９名でした。

３） 医療従事者向けの講習会として、平成２７年２月４（水）ウインクあいち大ホールにおいて、

日本医師会副会長松原謙二先生を講師に迎え、「医療安全をめぐる諸問題」の演題で開催い

たしました。参加人数は６５７名でした。

４） 医療安全対策委員会「勉強会」として、平成２７年２月１４日（土）名古屋東急ホテルにおい

て、宮澤潤法律事務所弁護士宮澤潤氏を講師に迎え、「医療事故調査制度（改正医療法）に

どう対応するか」の演題で開催いたしました。参加人数は６３名でした。

５） 平成２２年度より医療安全対策の一環として運営している愛知県医師会剖検システムは、愛

知県下四大学病院の病理部門のご協力をいただき順調な運営を続けております。

甘 医療施設の整備

・共同利用施設並びに臨床検査精度管理

共同利用施設については、県下医師会の共同利用施設と連携しつつ、１１月３日（月・祝）に福

井県に於いて開催された「中部医連共同利用施設連絡協議会」に参加するとともに、事例発

表者として豊橋市医師会理事山内智之先生を推薦いたしました。

臨床検査精度管理については、県下における臨床検査施設の実態把握と精度向上を図る目的

で、直送方式の精度管理調査（血清学・血液学・病理学・生化学）を実施いたしました。

監 会員の福祉の向上

・労働保険事務組合

委託事業所数は９０件（Ｈ２７．３．３１現在）であり、前年度より１件減りました。事務手続き

は社会保険労務士事務所へ委託しており、手続き件数は取得１７３件、喪失１９９件でした。

・生命保険団体取扱い
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生命保険団体取扱事務の現状は、現在８社、契約人数７４０人、契約件数１，１２０件であり、月

掛取扱保険料は、８，１３２万余円でした。

・会員相談窓口

平成２２年９月１日に会員福祉を目的として設置され、平成２４年４月１６日より一般相談と分

けて専門の相談員による診療報酬に関する相談窓口を開設しました。

平成２６年４月～平成２７年３月の一般相談件数は１４０件あり、その内、医療安全対策委員会

で諮られた事例は１０件でした。また、診療報酬に関する相談件数は、平成２６年度診療報酬

改定に関して多数の相談が寄せられたことにより２２９件となりました。相談の対応について

は、担当理事を始め、専門の相談員により適切になされました。

・新入会員等説明懇談会

平成２５年１２月から平成２６年６月入会の新入会員を対象に平成２６年９月３日（水）、平成２６

年７月から１１月入会の新入会員を対象に平成２７年２月５日（木）に開催し、「医師会の機構と

運営・医師連盟」、「保険医療関係」、「愛知県広域予防接種事業」、「医療安全」、「苦情相談、

会員相談窓口」についてそれぞれ説明を行い、９月３日（水）は８６名、２月５日（木）は７２名

の出席がありました。

看 医師会及び医療関連団体との連携・県民への広報活動

（渉外）

・中部医師会連合

平成２５年度の委員総会において、役員の任期を７月１日から翌年６月３０日までの１年とす

る規約の改正が認められたことにより、平成２６年６月３０日までは引き続き岐阜県が主務担

当として、常任委員会４回、常任委員会懇談会１回、中部医師会連合日医代議員協議会１回

が開催されました。

また、７月１日からは福井県が主務担当となり、常任委員会９回、常任委員会懇談会１回、中

部日医代議員協議会１回が開催され、いずれも当面する諸問題について協議、検討いたしま

した。平成２６年１１月１５日（土）、１６日（日）には、福井県において委員総会が開催され、決

算・予算等の承認が行われました。

また、事務局長連絡協議会が２回開催されました。

・関西医師会連合

滋賀県が主務担当となり、滋賀県大津市において関西医師会連合常任委員会が８月２日（土）

に開催されました。次年度主務担当県は富山県です。

（ＩＴ化対策）

・ホームページ・ＩＴ化対策



－23－

１） 遠隔地同士を結んだ遠隔会議システムについて、別会場からも会議に参加できるように設

営しました。

２） 災害時安否情報確認システムについて、定期的に疎通確認を実施しました。

また、登録者の追加等実施しました。

３） 過不足なく迅速に会員ヘの情報提供を図るため、ホームページ及び愛医通信を運用し、内

容の充実に努めました。

４） 災害時安否確認システムについて、７月１１日（台風）・８月１０日（台風）・１０月６日（台

風）・１０月１４日（台風）に安否確認メールを送付しました。

７月１１日（台風）の回答率は約４６．８％、８月１０日（台風）の回答率は約５３．４％、１０月

６日の回答率は約５０．０％、１０月１４日の回答率は約４８．７％でした。

（広報）

・対外広報

報道関係者と毎月第４木曜日に懇談会を開催し、医療問題等について積極的に話し合いを行

いました。

竿 医師・医療関係従事者対策

（医師確保対策事業の推進）

・医師確保

本会では、平成１８年９月１日より事務局内に愛知県医師会地域医療人材育成センター（ドク

ターバンク）窓口を開設し、医師の職業紹介事業を行っており、所長宮治眞先生管轄の下、

求職中の医師並びに求人中の医療機関等の間に立ち、両者の希望を面談にて確認した上で、

条件等のマッチングを図りました。

求職医師と求人医療機関を引き合わせた後、採用が成立した場合は、勤務開始後１～２ヵ月

後を目処に、紹介した医師並びに医療機関の間で条件のミスマッチが生じていないか調査し、

両者の調整に努めました。平成２６年度の紹介件数は７件で、そのうち採用件数は５件でした。

また、広報面では、愛知医報並びにホームページにてドクターバンクに登録のある求人医療

機関の情報発信を行い、求職医師に最新情報を随時提供するよう努めました。

この他、愛知県医師会勤務医部会幹事会にて事業報告を行い、愛知県内の病院幹部である役

員と事業運営に役立てるよう意見交換を行いました。

・男女共同参画

１） ۙ年、医療ݱ場でಇく女ੑ医師数が૿加しているҰํ、医師としてのΩϟϦΞとՈ事・育

の医師不足の中、こΕからも૿加ࠓࡢ。を両立するし͞等、数ଟくの問題がありますࣇ

していくであΖう女ੑ医師女ࢠ医ֶ生の׆用はඞཁ不Մܽなことと͑ߟ、ଟくのॾ問題
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に取り組みました。

２）１１月４日（火）に名古屋市立大学病院で「医学生、研修医等をサポートするための会」を開

催いたしました。

３）１２月２１日（日）に愛知県医師会館で「女性医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開

設者・管理者等への講習会」（「輝く女性医師ライフを考える」講演会）を開催いたしまし

た。

・若手医師の会に関する活動

２０１７年度から第三者機関「日本専門医機構」により、１９番目の基本診療領域として「総合

診療専門医」の制度が開始されますが、「総合診療専門医」というものが医療界の中で固まっ

ておらず、国民にも情報が伝わっていない状況です。そこで、「総合診療専門医とは何か？～

私たちの目指すべきもの～」と題して、本会会員、病院管理者、臨床研修指導医、若手医師、

医学生等を対象とした「総合診療専門医シンポジウム」を１０月２６日（日）に開催いたしまし

た。

（医療従事者対策）

・医療従事者対策

１） 医療従事者関係無料職業紹介所を常設し、取扱い職業を医療関係者とし、求人（１２７件）・

求職（４件）の登録、紹介と斡旋を行いました。

２） 医療関連職検討委員会において、各看護学校より入学・卒業、准看護師資格取得状況等を

報告され、問題点等を検討いたしました。また、愛知県下にて准看護師養成所の学生募集

が円滑に行なえるよう検討いたしました。

３） 医療事務員講習会を９月・１０月・１１月に開催いたしました。全１４日間、２８講座を行い、

１２月に認定試験を行った結果、８９名が合格しました。

（助産師学院）

１） ４月４日（金）に愛知県医師会館にて入学式が行われ、２１名が入学しました。

２） ３月１１日（水）に愛知県医師会館にて卒業式が行われ、２０名が卒業しました。

（医療秘書学院）

医師の良き補佐役となる医療秘書を養成し、平均月２回のスクーリングとレポートで、医学

基礎知識や医療保険請求事務について学び、日本医師会認定医療秘書の取得を目標としてお

ります。

平成２７年度からは、学校法人電波学園 あいちビジネス専門学校へ外部委託することといた

しました。
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管 会務運営・総務・財務

・会館整備

建物及び設備の法定調査に於いて改善指摘を受けた箇所を中心に、修繕等を実施しました。

また定期点検も各法に基づいて実施しました。

・会館運営

会館運営については、電気設備、空調設備、清掃等各関係業者との保守管理契約を結び、会

館の維持管理に努めました。

・日医電子認証センター（日本医師会認証局）

地域受付審査局（ＬＲＡ）を平成２７年２月１６日に開設し、医師資格証発行希望者の受付・事

前審査・本審査を実施しております。また、名古屋市医師会、豊田加茂医師会では本会同様

にＬＲＡを開設し、その他２６地区医師会においても受付・事前審査を実施いたしました。

簡 その他

・会員名簿の作成

平成２６年版会員名簿を作成し、平成２７年１月１５日号の愛知医報にＣＤ版を同梱のうえ発送

いたしました。（Ａ会員の一部希望者には冊子も発送いたしました。）
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会 員 数区 分

⚓，⚕⚑⚗名 古 屋 市

⚕⚔⚒一 宮 市

⚒⚑⚘瀬 戸 市

⚑⚒⚑半 田 市

⚒⚙⚓春 日 井 市

⚗⚕津 島 市

⚑⚑⚕小 牧 市

⚙⚙東 海 市

⚔⚙岩 倉 市

⚒⚒⚒東 名 古 屋

⚑⚔⚘西 名 古 屋

⚒⚘⚑尾 北

⚑⚓⚒稲 沢 市

⚒⚒⚓海 部

⚒⚗⚖知 多 郡

⚔⚙⚑豊 橋 市

⚔⚔⚔岡 崎 市

⚑⚗⚑豊 川 市

⚕⚕碧 南 市

⚒⚓⚒刈 谷

⚔⚓⚒豊 田 加 茂

⚘⚐蒲 郡 市

⚑⚙⚗安 城 市

⚑⚒⚓西 尾 幡 豆

⚘北 設 楽 郡

⚔⚐新 城 市

⚔⚗田 原 市

⚑⚙⚗名 大

⚑⚒⚕名 市 大

⚗⚖藤 保 大

⚗⚖愛 医 大

⚙，⚑⚐⚕合 計

会 員 数〈別表⚑〉
平成⚒⚗年⚓月⚓⚑日現在の本会会員数は⚙，⚑⚐⚕名で県下医師会別は下表の通りであります。
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死亡年月日地 区 別年 齢氏 名

H２６．１．２１名 古 屋 市 守 山 区歳８９殿稗 田 富士雄

H２６．１．３１名 古 屋 市 中 村 区歳８１殿杉 田 董 子

H２６．２．１８半 田 市歳９４殿平 岡 佳 郎

H２６．３．７岡 崎 市歳８８殿小 島 郎

H２６．３．１１豊 橋 市歳８９殿上 松 茂 雄

H２６．３．１１名 古 屋 市 中 川 区歳７７殿前 田 成

H２６．３．１６岡 崎 市歳８５殿林 源 信

H２６．３．１７東 名 古 屋歳５６殿荻 須 信 夫

H２６．３．１８知 多 郡歳７９殿藤 澤 健 夫

H２６．３．２１名 古 屋 市 港 区歳６９殿林 正 人

H２６．３．２８豊 橋 市歳９７殿水 谷 正 典

H２６．３．２８名 古 屋 市 北 区歳８９殿福 村 芳 清

H２６．３．３１知 多 郡歳８６殿渡 邊 元 嗣

H２６．４．１１豊 田 加 茂歳７５殿篠 崎 文 則

H２６．４．１４名 古 屋 市 瑞 穂 区歳８４殿野々村 慶 子

H２６．４．２１名 古 屋 市 北 区歳６４殿水 野 直 樹

H２６．４．２５豊 橋 市歳８６殿成 田 眞 康

H２６．４．２６名 古 屋 市 北 区歳６７殿後 藤 濬 二

H２６．４．２７名 古 屋 市 西 区歳８９殿山 本 忠 雄

H２６．５．１春 日 井 市歳７０殿安 勝 弘

H２６．５．９岡 崎 市歳６６殿橋 本 勝

H２６．５．１０名 古 屋 市 中 区歳８８殿加 藤 知 子

H２６．５．１８豊 田 加 茂歳６３殿柴 田 時 宗

H２６．５．１９名 古 屋 市 北 区歳８５殿板 倉 義 夫

H２６．５．２０瀬 戸 旭歳８６殿加 藤 進

H２６．５．２３愛 知 医 科 大 学歳８６殿渡 知 務

H２６．５．２６名 古 屋 市 名 東 区歳７６殿坂 野 達 雄

H２６．５．２９海 部歳７６殿岡 田 吉 郎

H２６．５．３０名 古 屋 市 港 区歳８５殿堂 満 正 和

物故会員〈別表２〉
（平２６．４～平２７．３届出分）
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H２６．６．３稲 沢 市歳９４殿塚 本 艶 子

H２６．６．１８豊 橋 市歳８５殿長谷川 鑛

H２６．６．２４豊 田 加 茂歳８４殿永 原 鉦 一

H２６．６．２７一 宮 市歳８８殿田 中 和 子

H２６．７．３春 日 井 市歳９０殿吉 川 洋

H２６．７．３名 古 屋 市 南 区歳６３殿伊 藤 泰 樹

H２６．７．５名 古 屋 市 中 区歳７０殿鈴 木 康 之

H２６．８．８西 尾 幡 豆歳７２殿森 邦 雄

H２６．７．６刈 谷歳８９殿田 和 賢 二

H２６．７．１９半 田 市歳８５殿福 嶋 久 夫

H２６．７．３０名 古 屋 市 東 区歳８５殿美 橋 正

H２６．８．４一 宮 市歳８８殿伊 藤 希 弌

H２６．８．８瀬 戸 旭歳５７殿青 山 智 彦

H２６．８．１３一 宮 市歳７７殿服 部 外志之

H２６．８．１７豊 田 加 茂歳８７殿佐 藤 正 明

H２６．８．２６名 古 屋 市 中 区歳９１殿飯 田 昌 春

H２６．８．２９豊 橋 市歳８３殿松 井 森 夫

H２６．９．１刈 谷歳７９殿宍 戸 晃 一

H２６．９．８知 多 郡歳８１殿伊 藤 一 男

H２６．９．９名 古 屋 市 東 区歳８９殿高 取 常三郎

H２６．９．１２名 古 屋 市 瑞 穂 区歳８７殿野々村 夘太郎

H２６．９．１３刈 谷歳９４殿酒 井 利 彦

H２６．９．１３名 古 屋 市 千 種 区歳８１殿高 橋 昭 夫

H２６．９．１４名 古 屋 市 南 区歳９６殿原 田 遼 二

H２６．９．２８名 古 屋 市 千 種 区歳８７殿工 藤 ス ヱ

H２６．９．２８知 多 郡歳５４殿藤 本 陽 子

H２６．１０．５豊 橋 市歳８４殿森 澄

H２６．１０．９豊 橋 市歳６２殿山 口 初 宏

H２６．１０．１４刈 谷歳８７殿辻 村 明

H２６．１０．２４名 古 屋 市 中 川 区歳９１殿鈴 木 完 義

H２６．１０．２６豊 橋 市歳８５殿梅 林 昌 彦

H２６．１０．２９名 古 屋 市 天 白 区歳６３殿吉 田 勉
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H２６．１１．６東 名 古 屋歳８９殿堀 内 五 齢

H２６．１１．１１一 宮 市歳９１殿宮 本 武 夫

H２６．１１．１９半 田 市歳６０殿荒 川 秀 雄

H２６．１１．２４岡 崎 市歳８５殿中 尾 壽 夫

H２６．１１．２７海 部歳７６殿水 野 路 雄

H２６．１２．１０安 城 市歳７６殿鳥 居 勇 夫

H２６．７．２１名 古 屋 市 西 区歳８７殿岩 田 克 己

H２６．１１．４名 古 屋 市 緑 区歳８９殿桝 永 笑 子

H２６．１１．１７名 古 屋 市 中 村 区歳８６殿大 口 基 光

H２６．１１．２０名 古 屋 市 熱 田 区歳８２殿水 野 守 忠

H２６．１１．２６名 古 屋 市 守 山 区歳８７殿森 田 久

H２６．１１．２７名 古 屋 市 天 白 区歳７７殿青 木 孝 允

H２６．１２．２名 古 屋 市 名 東 区歳８９殿藤 原 京 二

H２６．１２．８名 古 屋 市 瑞 穂 区歳９３殿澁 谷 朝 子

H２６．１２．１２東 名 古 屋歳７９殿伊 藤 祐 正

H２６．１２．１６名 古 屋 市 千 種 区歳９８殿竹 中 元 彦

H２６．１２．１６岩 倉 市歳８６殿長谷川 義 夫

H２６．１２．１７名 古 屋 市 中 区歳９０殿若 山 日名夫

H２６．１２．２０名 古 屋 市 中 川 区歳６７殿杉 本 一 好

H２７．１．２春 日 井 市歳９１殿竹 村 武 志

H２７．１．１０名 古 屋 市 中 区歳８３殿野 田 昌 敏

H２７．１．２２名 古 屋 市 名 東 区歳９１殿西 山 仁

H２７．１．２２豊 川 市歳６１殿由 利 卓 也

H２７．１．３０一 宮 市歳８５殿木曽原 嘉 子

H２７．２．１東 海 市歳６３殿伊 藤 光 保

H２７．２．２豊 川 市歳１０３殿川 田 栄 二

H２７．２．１４名 古 屋 市 天 白 区歳９０殿竹 下 英 一

H２７．２．１９西 名 古 屋歳８９殿石 原 紀 臣

H２７．３．３尾 北歳６２殿寺 田 龍 也

H２７．３．１３尾 北歳８８殿大 脇 正太郎

以上９１名
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件 数会 場 名

５１講 堂Ｂ １

５９理 事 会 議 室４ Ｆ

１５８５０１ 会 議 室５ Ｆ

９８６０１ 会 議 室６ Ｆ

１３０研 修 室６ Ｆ

２９情 報 セ ン タ ー 研 修 室７ Ｆ

１３６８０１ 会 議 室８ Ｆ

１２３８０２ 会 議 室８ Ｆ

１０２８０３ 会 議 室８ Ｆ

１０９８０４ 会 議 室８ Ｆ

４９８０５ 会 議 室８ Ｆ

５７応 接 室８ Ｆ

１６４大 講 堂９ Ｆ

１，２６５合 計

会 館 会 議 室 等 使 用 状 況
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【産婦人科】
平成２６年８月２３日（土）期 日
１４：３０～１７：００時 間
愛知県医師会館 ９階 大講堂会 場
２．５単 位
１，３，８，１５，７１Ｃ Ｃ
愛知県産婦人科医会共 催

名古屋市立東部医療センター 副院長 村上 勇司 会

産婦人科診療ガイドライン２０１４伝達講習会テーマ1

豊橋市民病院 総合周産期母子医療センター長 河井通泰座 長
刈谷豊田総合病院 参事 産婦人科部長 山本真一座 長

１）産科編
刈谷豊田総合病院 参事 産婦人科部長 山本真一講 師
大野レディスクリニック 院長 大野泰正講 師
名古屋第二赤十字病院 総合周産期母子医療センター長・第二産婦人科部長 加藤紀子講 師

２）婦人科外来編
名古屋第二赤十字病院 第一産婦人科部長 山室 理講 師
豊橋市民病院 総合周産期母子医療センター長 河井通泰講 師

母体保護法指導者講習会の報告及び運用についてテーマ2
愛知県産婦人科医会 理事 藪下廣光講 師

参加者1７８名

【外科】
平成２６年８月２７日（水）期 日
１４：００～１６：００時 間
愛知県医師会館 ９階 大講堂会 場
２単 位
２，１５，２７，５３Ｃ Ｃ
愛知県外科医会共 催

膵臓疾患の診断と治療テーマ

愛知県外科医会生涯教育委員会 委員長 早川直和座 長

平成２６年度 日本医師会生涯教育講座
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「膵腫瘍に対する外科治療の現状と展望」演 題
愛知医科大学 消化器外科教授 佐野 力講 師

愛知県外科医会 副会長 細野二郎座 長
「消化器内視鏡医による診断と治療の最前線 ～十二指腸乳頭から膵臓まで～」演 題
国家公務員共済組合連合会 東海病院 内科医長 兼 検査科医長 石川英樹講 師

参加者１９名

【プライマリ・ケア講座】
平成２６年８月２８日（木）期 日
１３：３０～１６：３０時 間
愛知県医師会館 地下 健康教育講堂会 場
３単 位
４５，４６，６５，６７，７７，８２Ｃ Ｃ
－共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 佐藤 徹司 会

「ＣＯＰＤと肺炎」演 題
名古屋大学大学院医学系研究科 病態内科学講座 呼吸器内科学分野教授 長谷川好規講 師

「骨粗鬆症」演 題
藤田保健衛生大学医学部 内分泌・代謝内科学准教授 鈴木敦詞講 師

「男女の過活動膀胱（ＯＡＢ）」演 題
名古屋第一赤十字病院 女性泌尿器科部長 加藤久美子講 師

参加者１０名

【眼科】
平成２６年８月３０日（土）期 日
１５：００～１８：００時 間
愛知県医師会館 ９階 大講堂会 場
３単 位
５，１０，１６，１９，２９，５１Ｃ Ｃ
愛知県眼科医会共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 中村 誠司 会

「眼科医師が知っておくべき造影検査時の急変対応」演 題
三重大学医学部附属病院救命救急センター 助教 大森教成講 師

「タブレット端末を使った新しいロービジョンケア」演 題
東京大学先端科学技術研究センター 人間支援工学 特任研究員 三宅 逮講 師

参加者１５４名
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【内科】
平成２６年９月１０日（水）期 日
１３：３０～１６：３０時 間
愛知県医師会館 地下 健康教育講堂会 場
３単 位
１９，２９，３２，７０，７８，８２Ｃ Ｃ
愛知県内科医会共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 太田 宏司 会

「認知症の疫学診断と治療における最新の進歩」演 題
名古屋市立大学 神経内科 教授 松川則之講 師

「認知症高齢者のケアのあり方と課題」演 題
名古屋市立大学 看護学部 高齢者看護学 講師 渕田英津子講 師

参加者５４名

【精神科】
平成２６年９月１８日（木）期 日
１４：００～１５：３０時 間
愛知県医師会館 地下 健康教育講堂会 場
１．５単 位
３２，３３，３５Ｃ Ｃ
愛知県精神科医会・愛知県精神科病院協会・愛知精神神経科診療所協会共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 平山太日子司 会

てんかんの診断と治療－４大ファミリープラスワンから始めよう
運転免許・新薬も踏まえて演 題

愛知医科大学医学部 精神科学講座 教授 兼本浩祐講 師
参加者１７名

【共通科】
平成２６年１０月１４日（火）期 日
１３：３０～１６：３０時 間
愛知県医師会館 地下 健康教育講堂会 場
３単 位
２３，６３，６７，７３，７６，８２Ｃ Ｃ
－共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 太田 宏司 会
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「糖尿病治療の最新の進歩と展開」演 題
愛知医科大学医学部内科学講座 糖尿病内科 准教授 神谷英紀講 師

「栄養療法（食事療法）のあり方」演 題
名古屋学芸大学 管理栄養学部 管理栄養学科 教授 塚原丘美講 師

参加者４８名

【皮膚科】
平成２６年１０月１８日（土）期 日
１５：００～１７：００時 間
愛知県医師会館 地下 健康教育講堂会 場
２単 位
５６，７０，７５，７８Ｃ Ｃ
愛知県皮膚科医会共 催

愛知県医師会生涯教育委員会委員 大野盛秀司 会

「原発性局所多汗症の治療について」演 題
愛知医科大学 皮膚科学 講師 大嶋雄一郎講 師

「皮膚腫瘍の診断と治療について」演 題
藤田保健衛生大学医学部 皮膚科学 講師 岩田洋平講 師

参加者７９名

【耳鼻咽喉科】
平成２６年１０月２５日（土）期 日
１６：００～１８：００時 間
愛知県医師会館 ９階 大講堂会 場
２単 位
１５，６４，６６，８４Ｃ Ｃ
愛知県耳鼻咽喉科医会共 催

愛知県耳鼻咽喉科医会理事 石田和也座 長
「ＩｇＡ腎症と扁摘パルス療法について：日本の現状と課題」演 題
愛知医科大学 腎臓・リウマチ膠原病内科教授 今井裕一講 師

愛知県耳鼻咽喉科医会理事 西山禮二座 長
「唾液腺疾患：最新の動向」演 題
東京女子医科大学耳鼻咽喉科主任教授 吉原俊雄講 師

参加者８４名
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【小児科】
平成２６年１１月３０日（日）期 日
１４：００～１７：００時 間
愛知県医師会館 ９階大講堂会 場
２単 位
３２，３５，４５，４６Ｃ Ｃ
愛知県小児科医会共 催

愛知県小児科医会 理事 岡田純一座 長

「小児呼吸器感染症の画像診断」演 題
国立成育医療研究センター呼吸器科医長 川﨑一輝講 師

「よくみる子どものけいれん」演 題
愛知医科大学医学部小児科・教授 奥村彰久講 師

参加者９４名
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参加者数講 師テ ー マ開 催 日回数

２７５
中部労災病院整形外科

院長代理 加 藤 文 彦

腰が痛い！ 脚がシビレる！
－超高齢化社会の腰椎・腰痛
疾患－

４月２２日７５１

１９２
まるやま泌尿器科クリニック

院 長 丸 山 高 広

泌尿器科クリニックを受診して
みよう！５月２１日７５２

１０１
藤田保健衛生大学皮膚科

准教授 秋 田 浩 孝

あざと美容に対するレーザー治
療の実際６月４日７５３

５９
きくざかクリニック

院 長 鈴 森 謙 次

子宮頸部細胞診とその後の精密
検査
－ベセスダシステムとガイドラ
インを用いて－

７月９日７５４

１１４
知多市民病院医務部腎臓内科

部 長 久志本 浩 子

ＣＫＤってなあに？
～おしっこの異常を見逃すな～８月２０日７５５

１２４
名古屋市立大学大学院医学研究科
精神・認知・行動医学分野
教 授 明 智 龍 男

がんとこころのケア：がんになっ
ても自分らしく過ごすために９月１９日７５６

１０３
社会医療法人宏潤会大同病院

理事長 吉 川 公 章

肺の生活習慣病 ＣＯＰＤって
知っていますか？９月２０日７５７

４７
名古屋市立大学大学院医学系研究科
新生児・小児医学分野
講 師 安 藤 直 樹

こどもの頭痛のはなし１０月１日７５８

１８２
笑顔のおうちクリニック

院 長 杉 浦 立 尚

在宅医療最前線
～おうちで笑顔に暮らす３つの
ポイント～

１１月２７日７５９

１６０
国立長寿医療研究センター

研究所長 鈴 木 隆 雄

高齢者のフレイル（心身の弱ま
り）の予防について１２月１０日７６０

９３
わしづかクリニック

院 長 西 中 康 人

高血圧とその合併症
※共催：碧南市医師会１月２７日７６１

平成２６年度 愛知県医師会健康教育講座



－37－

２２９
名古屋大学眼科学
・感覚器障害制御学
助 教 丸 子 留 佳

片眼をつぶって見てみよう
あなたは大丈夫？加齢黄斑変性
について

１月２８日７６２

７２
愛知県がんセンター
愛知病院 消化器内科

藤 田 孝 義

食道・胃・大腸がんの早期発見と
治療
※共催：岡崎市医師会

２月８日７６３

２００
公立陶生病院

副院長 味 岡 正 純

高齢化社会で重要性が高まる高
血圧と減塩の話２月１０日７６４

４２
岡崎市医師会公衆衛生センター

センター長 山 田 珠 樹

「ピロリ菌と胃がんのお話」
※共催：岡崎市医師会２月１５日７６５

２１
名古屋学芸大学管理栄養学部

准教授 山 内 惠 子

知って得する！長寿の秘訣はな
んでしょう？！
※瀬戸市にて開催

２月２０日７６６

１５
蒲郡市民病院

副院長 杉 野 文 彦

脳卒中
－治療、予防について－
※豊橋市にて開催

２月２４日７６７

２８
東海学園大学 教育学部

教 授 梶 岡 多恵子

健康で長生き！カラダ年齢マイ
ナス１０歳をめざす運動と食の話
※一宮市にて開催

２月２６日７６８

２０３

医療法人おかはら会
おげんきクリニック
理事長
院 長 岡 原 仁 志

在宅医療推進講演会
「最期をたのしむ」
※共催：碧南市医師会

３月１日７６９

２６３
名古屋第一赤十字病院
耳鼻咽喉科
部 長 柘 植 勇 人

間違いだらけの補聴器事情 /思
い込みがジャマをする、聞こえを
取りもどすことができる場合と
難しい場合

３月７日７７０

３０
東海学園大学 教育学部

教 授 梶 岡 多恵子

健康で長生き！カラダ年齢マイ
ナス10歳をめざす運動と食の話
※豊田市にて開催

３月１０日７７１

２４２
蒲郡市民病院

副院長 杉 野 文 彦

脳卒中
－治療、予防について－３月１７日７７２

１８
名古屋学芸大学管理栄養学部

准教授 山 内 惠 子

知って得する！長寿の秘訣はな
んでしょう？！
※犬山市にて開催

３月２４日７７３

２８５
栄内科

院 長 山 田 琢 之

生涯現役で活躍するために
～歳を重ねるなんてこわくな
い！～

３月３０日７７４
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消化器循環器腎 臓骨・関節皮 膚膠原病眼耳 鼻神 経

ケ

ー

ス

数

１２８３３２５９１３９１１４５６３９２１０新規ケース

１６７１６２８７６４０１４０６３３６２６６継続ケース

２９５４９５３１６７７９２５４１１９７５４７６計

合 計その他血管外科心 身小 児血 液脳外科内分泌
及び代謝呼吸器

１，１４４１６２１５４４１４４７３６５０４１新規ケース

１，１２６７５９３５９６９４５３１２１継続ケース

２，２７０２３７２４７９２３１１６８１８１６２計

アセスメント（重複）

取

扱

い

内

容

０
１，２７９
１４５
２１８
４９１
２７４
３１５
５０

疾病の背景要因の発見
治療や療養生活への適応
家族との関係や家族の生活
職業・住居などの社会生活
医療・生活などの経済面
社会復帰への受入れと適応
医療機関利用
その他

２，７７２合 計

主なケースワーク措置

２
２９

８７３
１，１４３

７８
７

１２６
１２

応急的援助
背景調査
相談面接
関係調整
制度利用
施設利用
グループワーク
その他

２，２７０合 計

８２
１２７
１
５６

２０１
２３６
３

４３８

医療機関
保健所・保健センター
福祉事務所
その他公的機関
本人又は家族
広報・ポスター等
新聞・ラジオ・テレビ
その他

新
規
ケ
ー
ス
紹
介
者

１，１４４合 計

難病相談室取扱いケース内容
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平成２６年度事業報告書（平成２６年４月～平成２７年３月）には｢一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
施行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので
作成しない。

公益社団法人 愛知県医師会

生命保険団体取扱状況調

（平２７．３月末現在）

月掛保険料契約件数契約人数会 社 名

円

３７，８１４，４２４
件

３５９
人

２４０日 本 生 命

２３１，９２４１２１０マ ス ミ ュ ー チ ュ ア ル 生 命

２，７７６，３４６３４２０ジ ブ ラ ル タ 生 命

９，０５７，８５８１７１１０１第 一 生 命

２，８３６，９３１６７４４朝 日 生 命

７，９８６，２７５１３７９７明 治 安 田 生 命

１２，９４３，３９０２４１１５６三 井 生 命

７，６７３，４２２９９７２住 友 生 命

８１，３２０，５７０１，１２０７４０合 計
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決 議

政府与党は消費税１０％への引き上げの延期を決め、アベノミクスの継続を掲げて、衆議院議員選挙

に勝利した。その成否は第三の矢である成長戦略が奏功するかにかかっている。

成長戦略のカギを握るのは規制緩和であるが、医療・介護の分野においては慎重に考えなければな

らない。患者申出療養の創設や営利企業の医療参入緩和などは、「混合診療」を拡大し、国民皆保険制

度を形骸化させる施策であり、安心で安全な医療・介護をすべての国民に提供することを第一に考え

るべきである。

さらに高齢化が進み、社会保障費は増大する一方で、消費税増税が延期となり、財源不足が懸念さ

れる。すべての国民が住み慣れた地域で質の高い医療・介護が受けられるよう安定的財源を確保すべ

きである。

また消費税には、国民と医療機関等に不合理かつ不透明な負担を生じさせている問題がある。今後、

さらに消費税が増税されることを考えれば、政府は早急に、これら医療に係る消費税問題を解決すべ

きである。

以上により、我々は国民の健康と国民のための医療制度を守るために、本大会参加者全員の総意と

して、左記のごとく決議する。

記

一、 国民皆保険制度を堅持し、安心で安全な医療体制を構築せよ。

一、 国民に必要かつ充分な医療・介護を提供するための安定した財源を確保せよ。

一、 医療に係る不合理な消費税問題を抜本的に解決せよ。

平成２７年３月１４日

愛知県国民医療推進協議会


